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ストに、キャンパスライフを紹
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国際文化学科

一戸信哉
国際文化学科

松本淳

Close up

●
情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
と
は

　

二
〇
一
九
年
四
月
、
国
際
文
化
学
科
に
新
た

に
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
情
報
発
信
を
中
心
に
「
メ
デ
ィ
ア
」
に

関
す
る
実
践
力
や
発
信
力
を
身
に
つ
け
る
コ
ー

ス
で
す
。
敬
和
学
園
大
学
が
取
り
組
ん
で
き
た
、

地
域
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
活
動
が
、

さ
ら
に
充
実
し
た
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
で
学
べ
る
こ
と

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
で
は
、
敬
和
学
園

大
学
な
ら
で
は
の
人
文
社
会
科
学
を
中
心
に
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
、
実
践
力
を
高
め
る
メ

デ
ィ
ア
系
諸
科
目
を
加
え
る
こ
と
で
、
地
域
社

会
の
諸
課
題
に
対
応
で
き
る
分
析
力
や
発
信
力

を
鍛
え
ま
す
。

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
の
基
幹
科
目
と
し

て
は
、「
情
報
メ
デ
ィ
ア
論
」「
デ
ジ
タ
ル
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
論
」「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
概
論
」

「
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論
」「
時
事
問
題

研
究
」
を
開
講
し
ま
す
。
学
生
の
多
く
は
現
代

の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
を
感
覚
的
に
理
解
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
科
目
を
通
じ
、
あ
ら

た
め
て
体
系
的
に
学
び
ま
す
。
同
時
に
「
時
事

問
題
研
究
」
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
の
「
今

さ
ら
聞
け
な
い
」
背
景
を
学
び
、
自
ら
深
掘
り

で
き
る
力
を
養
い
ま
す
。

　

選
択
科
目
は
さ
ら
に
幅
広
く
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
技

術
」「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
開
発
」
な
ど
Ｉ
Ｔ
の
実
習
科
目
、
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
科
目
、
映
像
制
作
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
・

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
関

す
る
実
践
科
目
な
ど
を
開
講
予
定
で
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
増
し
た
、

　

コ
ン
テ
ン
ツ
の
重
要
性

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
に
関
す
る
学
び
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
直
訳
す
る
と

「
中
身
」
を
意
味
し
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
が
情
報

を
運
ぶ
「
器
」
だ
と
す
れ
ば
、
コ
ン
テ
ン
ツ
は

そ
の
上
に
盛
ら
れ
た
「
料
理
」
だ
と
学
生
に
は

喩
え
話
を
し
た
り
し
ま
す
。

　

現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
流
通

の
オ
ー
プ
ン
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
メ

デ
ィ
ア
と
コ
ン
テ
ン
ツ
が
変
化
の
荒
波
に
揉
ま

れ
て
い
る
時
代
で
す
。
誰
も
が
世
界
に
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
、
場
所
（
＝
ど
こ
で
）
と
い
う
制
約
を
飛

躍
的
に
小
さ
く
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
情
報
を

発
信
す
る
際
、「
い
つ
、
誰
が
、
何
を
、
ど
の

よ
う
に
」
発
信
す
る
か
と
い
っ
た
場
所
以
外
の

要
件
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
そ
の
内
容
の
良
し

悪
し
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
こ
の
新
し
い
情
報
メ
デ
ィ
ア
は
、

時
に
「
炎
上
」
を
招
い
た
り
、
社
会
の
分
断
を

よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。

  
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
で
生
き
る
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
学
び

二
〇
一
九
年
度
新
設 

「
情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
」
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学生が地域を取材し、映像作品をつくり上げます
「見附と満蒙開拓団」

ゲストスピーカーによるコンテンツを学ぶ特別講義
（東映アニメーション：野口光一氏）

●
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
情
報
メ
デ
ィ
ア

　

ど
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
す
れ
ば
、

社
会
に
よ
り
よ
い
影
響
を
与
え
、
自
ら
が
望
む

よ
う
な
結
果
を
得
ら
れ
る
の
か
？
そ
の
鍵
を
握

る
の
は
幅
広
い
知
識
や
知
見
に
裏
付
け
ら
れ
た

基
礎
教
養
、
す
な
わ
ち
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
学
生

が
部
活
や
サ
ー
ク
ル
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

で
日
々
発
信
す
る
こ
と
も
、
読
み
手
を
意
識
し

な
が
ら
適
切
に
積
み
上
げ
る
こ
と
で
、
立
派
な

コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
ま
す
。
産
業
規
模
で
い
え

ば
、
多
く
の
日
本
の
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
は
文
化

や
習
慣
の
違
い
を
障
壁
と
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
そ
こ
に
魅
力
を
見
い
だ
し
紹
介
す
る
こ
と

で
、
世
界
に
支
持
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
コ
ン
テ
ン
ツ
と
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
自
分
は
「
何

を
」
発
信
し
た
い
の
か
、
と
い
う
シ
ー
ズ
（
根

幹
）
を
見
い
だ
し
た
上
で
、
大
学
で
コ
ン
テ
ン

ツ
の
概
念
・
理
論
と
、
企
画
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
と
い
っ
た
成
立
過
程
を
知
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
実
践
す
る
こ
と
は
、
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
体
得
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

●
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
映
像
化
す
る

　

教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、
歴
史
、
文
化
、
政
治

経
済
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
諸
科
目
で
学
ん

だ
内
容
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
に
基
づ
い
て
、
こ
れ

を
「
発
信
」
す
る
活
動
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
新
潟
県
内
の
「
地
域
」

を
取
材
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
（
映
像
作
品
）
に
し

て
発
表
す
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
取
材
を
通
じ
て
、
県
内
各
地
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
取
材
し
て
映
像
で
表
現

し
、
発
信
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
取
材
活
動

は
、
持
続
可
能
な
新
潟
県
を
つ
く
る
「
地
域
貢

献
活
動
」
で
も
あ
り
ま
す
。
地
元
地
域
を
取
材

す
る
こ
と
は
、
普
段
授
業
の
合
間
を
縫
っ
て
取

材
に
行
け
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、
情
報

過
多
の
中
で
地
域
に
関
す
る
知
識
や
関
心
を
持

つ
学
生
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
変
え
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

映
像
制
作
を
学
ぶ
集
中
講
義
で
は
、
学
生
た

ち
が
協
力
し
て
新
発
田
市
・
聖
籠
町
周
辺
を
取

材
し
、
四
日
間
で
作
品
を
つ
く
り
上
げ
ま
す
。

新
発
田
市
・
聖
籠
町
の
観
光
地
や
商
店
街
を
紹

介
す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
作
品
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

「
新
発
田
川
」「
郊
外
に
設
置
さ
れ
た
天
然
プ
ー

ル
」「
公
設
市
場
」「
か
ら
寿
司
」
な
ど
、
授
業

を
受
け
る
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
新
発
田

市
・
聖
籠
町
を
取
り
上
げ
た
作
品
も
多
い
で
す
。

　

通
年
の
活
動
の
中
で
は
、
新
発
田
市
・
聖
籠

町
に
限
ら
ず
新
潟
県
内
各
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
象
の
取
材
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
県 

県

民
生
活
・
環
境
部 

環
境
対
策
課
と
の
協
力
企

画
と
し
て
、
新
潟
県
内
の
「
名
水
」
を
取
材
し

映
像
化
し
た
も
の
は
、
新
潟
県
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
情
報
メ
デ
ィ
ア
が
地
域
課
題
を
解
決
す
る

　

見
附
市
で
満
蒙
開
拓
団
に
つ
い
て
取
材
し
た

「
見
附
と
満
蒙
開
拓
団
」
は
、
新
発
田
市
・
見

附
市
で
の
上
映
会
が
マ
ス
コ
ミ
で
紹
介
さ
れ
た

ほ
か
、
東
京
・
新
宿
の
平
和
祈
念
資
料
館
で
も

上
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
長
岡
市
山
古
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学生がファシリテーターとなった、
高校生向けネットトラブル・ワークショップ

志
で
「
錦
鯉
」
を
取
材
し
た
作
品
、
加
茂
市
で

発
達
障
が
い
を
持
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動

を
取
材
し
た
作
品
が
、
新
潟
県
自
作
映
像
・
視

聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
作
品
も
、
学
生
が
制
作
過
程
の
中

で
、
地
域
の
事
象
と
そ
の
背
景
を
一
か
ら
学
ん

で
作
品
化
し
た
も
の
で
す
が
、
発
表
し
て
み
る

と
本
人
の
予
想
を
超
え
た
反
響
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
自
ら
学

ん
だ
成
果
を
ま
と
め
、「
発
信
」
す
る
意
義
を

理
解
し
ま
す
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
正
確
で
誤
解

を
生
ま
な
い
表
現
に
つ
い
て
、
学
生
た
ち
は
映

像
制
作
を
通
じ
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
を
学
ぶ
中
で
学
生
自
身
の
関

心
が
高
ま
り
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る

意
識
が
育
ま
れ
ま
す
。
時
に
は
彼
ら
の
発
信
す

る
情
報
が
、
思
わ
ぬ
形
で
波
及
力
を
持
つ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
高
校
な
ど
で
の
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
い
じ
め
な
ど
学
校
内
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
展
開

す
る
よ
う
に
な
り
、
時
に
生
徒
の
自
殺
な
ど
の

深
刻
な
状
況
を
招
い
て
い
ま
す
。大
学
生
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活

動
は
、
す
ぐ
に
こ
の
状
況
を
変
え
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、
高
校
生
と
大
学
生
が
真

剣
に
問
題
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
り
、
課
題
の

解
決
に
つ
な
げ
る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

●
資
格
取
得
と
就
職

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
で
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連

の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
同
時
に
、
メ
デ
ィ

ア
環
境
の
変
化
、
時
事
問
題
、
コ
ン
テ
ン
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
解
を
深
め
、
幅
広
い
メ
デ
ィ

ア
実
践
を
行
い
、
発
信
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
、
専
門

的
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
が
加
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
学
生
た
ち
の
メ
デ
ィ
ア
関
連
企
業
へ
の
就

職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
で
は
、
若
者
が
新

潟
に
つ
い
て
の
理
解
や
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
分
析
・
発
信
す
る
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
で
に
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
出
版
な
ど
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍

す
る
卒
業
生
が
多
数
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
の
学
生
の
発
信
力
を
生
か

せ
る
企
業
・
団
体
と
の
関
係
を
強
め
、
こ
う
し

た
企
業
に
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
発
展
、
地
域
課
題
の
解
決

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Profile Profile
松本淳 准教授　プロフィール 一戸信哉 教授　プロフィール

〈研究テーマ〉
コンテンツ産業論

　IT やアニメなどのコ
ンテンツの制作・開発
手法の変化、ビジネス
のトレンドや社会への
影響について研究して
います。「アニメ産業論」
では、アニメ・ゲーム
などと地域・経済の関
わりを学びます。

〈研究テーマ〉
情報メディア論

　情報メディア環境の
急速な変化を理解し、
社会変化の波に柔軟に
対処できる学びをすす
めています。情報メディ
ア・コースでは、 ソー
シャルメディア社会の
未来を、発信しながら
考えていきます。



4

メディア・IT 業界だけでなく、
官公庁や民間企業への就職もサポート

情報メディア・コース

情報メディア・コース
カリキュラム 現代メディアについて体系的に学ぶ

多彩なゲストスピーカー（2019 年度登壇者）

情報メディアに関する諸領域を学び、
ウェブや映像などの「発信力」を磨きます。

情報メディアと社会を学び、「発信力」を磨く

【教室での学び】
「発信力」を生かした実践活動により、
地域社会の課題を解決する力を養います。

【社会での実践】 【社会で活躍する先輩たち】

【その他の主な就職先】

【就職支援体制】

情報メディア論
デジタルジャーナリズム論 など

マイクロソフトオフィス
スペシャリスト

（MS-Word、MS-Excel）

※上記資格は単位認定科目に
設定、3年次以降はより高
度な資格取得にチャレンジ
します。

マンツーマン指導
卒業論文

マイクロソフトオフィススペシャリスト（Word・Excel） IT パスポート

インターンシップ インターンシップ

→くわしくは Close up（P1 ～ 3）で紹介

より高度な資格取得にチャレンジ

メデ ィア系諸科目で実践力を高め、
地域社会の諸課 題に対応できる分析力、発信力を鍛える

人文社会科学を
中心とした
カリキュラムに
加えて、実践的な
メディア系科目を用意

1年次 2年次 3年次 4年次

情報メディア演習・アクティブラ ーニング実践（映像作品・フリーペーパー制作、ネットトラブル・ワークショップ、ガタフェス参加など）

コンテンツプロデュース論／情報セ キュリティ／メディア産業論／アニメ文化経済論／
デジタルコンテンツ制作／映像制作 ／スマートフォンアプリ開発／アナウンス・ナレーション実習／
コピーライティング研究／広報・広 告コミュニケーション論 など

就職活動

まるわかり2019年度
スタート!

映像 映像作品
制作

映像配信
Keiwa Lunch

フリーペーパー
制作

情報メディア
アクティブ
ラーニング

アニメスマートフォン
アプリ

情報
セキュリティ

ネットトラブル・
ワークショップ

ガタフェス
参加

アナウンス
ナレーション

コンテンツ
プロデュース

コピー
ライティング

広告

●井上直樹 氏
　（Google News Lab: フェロー）
●野口光一 氏
　（東映アニメーション : プロデューサー）
●福原慶匡 氏
　（つばさプラス : 代表取締役、プロデューサー）
●古川海斗 氏
　（ドワンゴ : アニソン事業 プロデューサー）

「見附と満蒙開拓団」
「世界へ届く錦鯉 ～山古志の養鯉業～」
「自由な働き方」
「新発田川の上で ～公設鮮魚市場の人々～」
「新発田川カヌー下り」
「寺町修業～社会人への道～」
「ぼんぼり～新発田の夏を灯す～」
「月岡温泉～日本の温泉文化を体験～」

これまで制作した映像作品リスト

在学中の学びや活動、本人の希望
など、それぞれの状況に合わせて
きめ細やかな就職・キャリア支援
を行っています。

コネクシオ株式会社、株式会社テレサイト、株式会社SPGホール
マン、株式会社マルゴシステム、株式会社ビット・エイ、株式会
社RayArc、株式会社ヒューマンパワー、歪馬影社有限公司、ア
イ・ティー・エックス株式会社、株式会社つばさエンタテインメ
ント、株式会社ram、さくらインターネット株式会社、富士映像
企画 など

資格取得

インターンシップ

【1年次】

IT パスポート

新潟放送（BSN テレビ）、
エフエムラジオ新潟、
エフエムしばた、
新潟日報社、
島津印刷　ほか多数。

【2年次】

株式会社
新潟日報社

大須賀悠さん
国際文化学科
2006年3月卒業
写真記者

株式会社
エフエムしばた

若山真生さん
国際文化学科
2018年3月卒業
パーソナリティー

株式会社
新潟テレビ21

高井瑛子さん
英語文化コミュニケーション学科
2013年3月卒業
アナウンサー

株式会社
ドワンゴ

古川海斗さん
英語文化コミュニケーション学科
2015年3月卒業
プロデューサー
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入学式・オリエンテーション

大
学
生
と
し
て
自
分
自
身
で
行
動
す
る
こ
と

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
一
年　

河
野　

裕
夏

た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
漠
然
と
「
英
語
を

も
っ
と
勉
強
し
た
い
。
英
語
に
関
わ
る
職
に

就
き
た
い
」
と
い
う
期
待
か
ら
敬
和
学
園
大

学
に
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

　

ま
だ
も
や
も
や
し
た
気
持
ち
が
あ
る
こ
と

は
確
か
で
す
。
し
か
し
、
す
で
に
大
学
に
入

学
し
、
大
学
生
と
い
う
身
分
で
あ
る
と
い
う

事
実
が
あ
り
ま
す
。
周
り
に
期
待
す
る
の
で

は
な
く
、「
入
学
前
に
抱
い
て
い
た
期
待
を
、

自
分
自
身
で
実
現
す
る
」
た
め
に
行
動
し
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
こ

れ
が
私
の
今
後
の
目
標
に
な
り
ま
す
。

　

手
始
め
に
、
で
き
る
範
囲
で
資
格
取
得
に

向
け
て
努
力
し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
目
標
が
自
分
の
成
長
に

つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

入
学
し
て
か
ら
数
か
月
が
経
ち
、
学
生
生

活
に
も
徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
高
校
生
」
か
ら
「
大
学
生
」
へ
と
気
持
ち
の

切
り
替
え
が
ま
だ
完
全
に
は
で
き
ず
、
大
学

生
活
へ
の
期
待
や
今
後
の
抱
負
を
聞
か
れ
て

も
言
葉
に
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
は
、
大
学
進
学
に
明
確
な
目
的
が
あ
っ

入学式での入学許可宣言

新入生代表による宣誓

入学式会場にて、友人たちと

学生団体紹介で新入生を勧誘

新入生歓迎公開学術講演会

　

二
〇
一
九
年
度
の
入
学
式
が
四
月
四
日
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
讃
美
歌
斉
唱
、
下
田
尾
治
郎

宗
教
部
長
に
よ
る
祈
祷
の
あ
と
、
新
入
生
一
人

ひ
と
り
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
山
田
耕
太

学
長
が
新
入
生
の
入
学
許
可
を
宣
言
し
ま
し

た
。
山
田
学
長
か
ら
新
入
生
に
対
し
、「
人
生

の
土
台
を
築
い
て
い
く
の
に
大
切
な
大
学
生
活

四
年
間
を
、
受
け
身
の
姿
勢
で
は
な
く
、
求
め

よ
、
探
せ
、
門
を
叩
け
と
い
う
主
体
的
で
積
極

的
な
姿
勢
で
学
ん
で
欲
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

大
学
は
面
白
い
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

四
月
一
二
日
に
は
、
小
河
陽 

前
関
東
学
院

院
長
を
お
招
き
し
、「
Ａ
Ｉ
時
代
の
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
」
と
題
し
て
新
入
生
歓
迎
公
開
学
術
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
入
生
た
ち
は
、
本

学
の
教
育
基
盤
で
あ
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
生
き
る
力
を
学
ん
で
い
く
こ
と
へ

の
心
構
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
入
生
同
士
の
友
情
と
親
睦
を
深
め
る
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入学式・オリエンテーション

生
活
を
彩
る
敬
和
の
魅
力国

際
文
化
学
科
一
年　

伊
藤　

祐ゆ

う

り吏

寮
で
隣
部
屋
の
新
入
生
と
仲
よ
く
な
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
素
敵
な
友
人
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
私
の
学
生
生
活
が
色
づ
き
、
毎
日
が

楽
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
大
学
の
授
業
で
す
。
大
学
の

九
〇
分
授
業
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い

ざ
授
業
に
出
て
み
る
と
、
先
生
が
お
も
し
ろ

く
九
〇
分
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
先
生

だ
け
で
な
く
授
業
の
形
態
や
内
容
が
お
も
し

ろ
く
、
毎
日
が
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

敬
和
で
の
生
活
は
、
自
分
の
毎
日
を
彩
る

よ
う
な
こ
と
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
全

て
に
触
れ
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
限
り
積
極
的
に
活
動
し
、
自

分
自
身
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　

入
学
前
は
不
安
し
か
な
く
、
何
に
対
し
て

も
や
る
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う

の
も
、
敬
和
学
園
大
学
は
自
分
の
第
一
希
望

の
大
学
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

実
際
に
入
学
し
て
み
る
と
そ
ん
な
自
分
の
心

境
が
と
て
も
明
る
い
も
の
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
友
人
関
係
で
す
。
ま
ず
、
学
生

お花見ランチでの交流

オリエンテーションでの楽しい食事

ゼミ単位で行われたクラス別集会

仲間との親睦を深めるレクリエーション

2019年度入学記念樹（ユリノキ）

　

四
月
一
八
日
、
一
九
日
に
は
、
新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
地
元
新
発
田
市
内
に
あ
る

月
岡
温
泉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
友
だ
ち
ビ
ン

ゴ
や
ク
ラ
ス
別
集
会
な
ど
、
学
生
同
士
や
教
職

員
と
が
協
力
、
団
結
し
て
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
た
、温
泉
で
の
お
い
し
い
食
事
と
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
共
に
過
ご
す
こ
と
で
、
参

加
す
る
学
生
同
士
や
教
職
員
と
が
、
友
情
や
親

睦
を
深
め
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
二
六
日
の
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
・

ア
ワ
ー
で
は
、
入
学
記
念
樹
植
樹
礼
拝
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
悪
天
候
の
た
め
、

植
樹
式
は
屋
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
美
し
い
木
々
に

目
を
留
め
、
そ
の
成
長
と
自
ら
の
成
長
に
重
ね

合
わ
せ
て
祈
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
が
、
大
き
く
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
、
共
に
四
年
間
の
歩
み
を
す
す
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
び
と
出
会
い
の
詰
ま
っ
た
大
学
生
活
が
ス
タ
ー
ト
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新任教員ごあいさつ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
キ
ャ
ン
パ
ス

　

は
じ
め
ま
し
て
。
四
月
よ
り
共
生
社
会
学
科

に
着
任
し
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
の
約
一
六

年
間
大
阪
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
た
め
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
働
い
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
延
べ
四
，

八
〇
〇
人
以
上
の
人
と
出
会
い
、
多
く
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
・
運
営
に

携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
通
し
て
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
私
の
専
門
分
野
は
「
中
間
支
援
組

織
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
の
研
究
で
す
。
こ
れ
は

い
ろ
い
ろ
な
組
織
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
社
会
課
題
の
解
決
を
図
る
に
は
、
多
く
の

組
織
の
協
働
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
中
心

に
な
る
の
が
中
間
支
援
組
織
な
の
で
す
。
そ
し

て
欧
米
で
は
そ
の
役
割
を
大
学
が
担
っ
て
い
ま

す
。
学
生
、
企
業
、
地
域
、
行
政
と
い
っ
た
あ

ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー
の
結
節
点
に
な
り
、
多
く
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大
学
が
創
り
出
し
て
い
る

の
で
す
。
私
は
敬
和
学
園
大
学
が
多
く
の
人
や

組
織
を
紡
ぎ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
も
そ
の
息
吹
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
可
能
性
を
広
げ
つ
つ
、
さ
ら

な
る
大
学
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
私
の
使

命
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
力
至
ら
ぬ
点
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
指
導
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

共
生
社
会
学
科　

堀
野　

亘の
ぶ
ひ
で求

　

私
は
、
大
学
三
・
四
年
生
の
ゼ
ミ
で
筑
豊
や

秋
田
の
貧
困
者
支
援
の
調
査
を
行
い
、
福
祉
事

務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
組
織
で
あ
る
公
的

扶
助
研
究
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
志
望
だ
っ
た
た
め
、
感

銘
を
受
け
た
『
村
で
病
気
と
た
た
か
う
』
の
著

者
、
若
月
俊
一
先
生
の
佐
久
総
合
病
院
で
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
貧
困
問
題
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
、
協
同
組
合
の
三
つ
が
私
の
研
究
の
根
幹
と

な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の
ゼ
ミ
活
動
と
実

習
体
験
が
現
在
の
研
究
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
学
生
時
代
の

経
験
は
、
社
会
人
と
し
て
の
生
活
を
積
み
重
ね

る
中
で
、
人
生
を
支
え
る
も
の
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
で
も
い
い
の
で
「
学
生
時

代
に
こ
れ
を
学
ん
だ
」「
こ
う
い
う
経
験
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
を
心
に
刻
む
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
新
潟
で
は
、
法
制
化
が
間
近
と

い
わ
れ
て
い
る
労
働
者
協
同
組
合
と
そ
の
関
連

組
織
が
、
貧
困
・
社
会
的
排
除
に
対
峙
す
る
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
的
扶
助
研

究
会
も
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
私
に
と
っ
て

は
大
変
興
味
深
く
楽
し
み
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で

す
。
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献
で
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

人
生
を
支
え
る
学
生
時
代
の
経
験

共
生
社
会
学
科　
　

石
坂　

誠

 

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
卒
業　

植
木　

一
真

　

私
は
皆
さ
ま
か
ら
全
力
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
公
務
員
に
な
れ
ま
し

た
。
富
川
先
生
主
催
の
「
勉
強
会
」
で
は
、

学
年
を
超
え
て
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
切
磋

琢
磨
で
き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課

に
は
何
度
も
通
い
、
面
接
練
習
や
添
削
に
付

き
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
激
励
の

言
葉
を
く
だ
さ
る
教
職
員
の
皆
さ
ん
の
存
在

も
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
今
思
え
ば
、

周
り
に
恵
ま
れ
て
い
た
な
あ
と
強
く
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

敬
和
学
園
大
学
で
は
、
公
務
員
を
目
指
す

学
生
に
対
し
、
市
役
所
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
勧
め
る
と
共
に
、
筆
記
試
験
対
策

と
し
て
公
務
員
試
験
対
策
講
座
、
専
任
教
員

に
よ
る
勉
強
会
、
さ
ら
に
筆
記
試
験
合
格
者

に
対
し
て
は
、
集
団
討
論
、
個
人
面
接
、
集

団
面
接
の
練
習
を
行
い
、
試
験
合
格
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
九
年

度
は
、
地
元
の
新
発
田
市
を
は
じ
め
、
五
名

の
公
務
員
現
役
合
格
者
を
輩
出
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
の
育
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。　
　
　
（
就
職
委
員
会
）

公
務
員
試
験
対
策
と
そ
の
成
果

新
発
田
市
役
所
採
用

公
務
員
、
現
役
で
五
名
合
格
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新任教員ごあいさつ

敬
和
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
と
し
て

　

は
じ
め
ま
し
て
、
敬
和
学
園
大
学
の
一
員
に

な
れ
て
幸
せ
で
す
。
フ
ィ
ル
と
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。
私
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
出
身
で

す
。
秋
田
県
の
国
際
教
養
大
学
専
門
職
大
学
院

を
卒
業
し
、
そ
の
後
、
小
学
校
や
中
学
校
を
含

む
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
で
働
い
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
自
分
が
教
育
の
分
野
で
働
く
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
に
来
て

英
語
を
教
え
る
機
会
が
あ
り
、
教
育
現
場
が
と

て
も
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
毎
日
授
業
で
教
え
る
時
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。

　

敬
和
に
来
る
前
は
関
川
村
で
教
え
て
い
ま
し

た
。
関
川
村
は
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
教
訓
を
学

ん
だ
特
別
な
場
所
で
す
。
関
川
村
に
は
「
関
川

プ
ラ
イ
ド
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

そ
れ
が
「
家
族
の
一
員
に
な
る
こ
と
」
を
意
味

す
る
の
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
私
は
今
、
学

生
の
こ
と
を
自
分
の
家
族
の
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。
学
生
が
善
く
、
賢
く
、
そ
し
て
勤
勉
な

人
間
に
成
長
す
る
た
め
に
、
私
が
で
き
る
こ
と

を
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
英
語
と
い
う
言
語
だ
け
で
な
く
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
意
味

を
教
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
緒
に
学
び
ま

し
ょ
う
！

人
文
学
部　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ウ
ィ
ン

　

は
じ
め
ま
し
て
、
四
月
よ
り
国
際
文
化
学
科

に
着
任
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
情

報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
の
各
講
義
を
中
心
に
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
一
九
九
六
年
に
同
志
社
大
学
を
中
退
し

た
の
ち
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
運
営
、
出
版
、
広
告
と
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
実
務
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
化
は
激
し
い

勢
い
で
進
み
、
私
が
身
を
置
い
た
企
業
で
も
変

化
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ

の
変
化
の
本
質
に
近
づ
き
た
い
と
考
え
、
仕
事

を
続
け
な
が
ら
社
会
人
大
学
院
生
と
し
て
学
ぶ

と
い
う
道
を
選
択
し
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド

大
学
院
・
東
京
大
学
学
際
情
報
学
府
で
修
士
号

を
得
な
が
ら
、
こ
の
約
一
〇
年
間
は
研
究
者
と

し
て
も
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

産
業
革
命
以
来
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と

も
い
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
巡
る
変
化
は

今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。
今
、
敬
和
学
園
大
学

で
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
ち
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
の
情
報
発

信
を
好
む
、
好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら
ず
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
務
で
得
た
知
見
と
、

研
究
で
得
た
学
び
を
学
生
に
も
共
有
し
、
よ
り

よ
い
利
活
用
の
あ
り
方
を
共
に
形
づ
く
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
の
よ
り
よ
い
利
活
用
を
目
指
し
て

国
際
文
化
学
科　
　

松
本　

淳

共
生
社
会
学
科
卒
業　

島
倉　

朋
生

　

三
年
生
の
寒
い
冬
の
時
期
、
就
職
活
動
や

ゼ
ミ
活
動
に
苦
心
し
て
い
る
最
中
、
ゼ
ミ
の

趙
先
生
の
後
押
し
で
、
社
会
福
祉
士
を
目
指

し
て
本
格
的
な
試
験
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

　

試
験
当
日
ま
で
は
、
信
頼
す
る
友
人
の
一

人
と
一
緒
に
、
ほ
ぼ
毎
日
、
遅
く
ま
で
大
学

に
残
っ
て
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。
私
が
目
標

を
見
失
わ
ず
に
勉
強
に
専
念
で
き
た
の
は
、

一
緒
に
過
ご
し
た
友
人
と
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
先
生
方
の
お
陰
で
す
。

　

こ
の
資
格
の
取
得
で
、
私
は
大
き
な
自
信

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
背
中
を

押
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
と
、
信
頼
す
る

友
人
た
ち
に
感
謝
し
ま
す
。

　

敬
和
学
園
大
学
の
社
会
福
祉
士
国
家
試
験

受
験
資
格
課
程
で
は
、
授
業
を
通
じ
て
社
会

福
祉
の
理
論
を
学
び
、
相
談
援
助
演
習
に
よ

り
、
そ
の
実
践
方
法
を
身
に
つ
け
、
相
談
援

助
実
習
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
統
合
を
図
り
ま

す
。
学
生
・
教
員
が
一
体
と
な
っ
て
対
策
講

座
や
合
宿
を
行
い
、
第
三
一
回
社
会
福
祉
士

国
家
試
験
で
は
、
現
役
で
四
名
が
合
格
（
合

格
率
三
三
．
三
％
）
し
ま
し
た
。

（
共
生
社
会
学
科
）

社
会
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
と
そ
の
成
果

社
会
福
祉
士
合
格

社
会
福
祉
士
合
格
率
三
三
．
三
％
！



●収入の部 単位：円
科   目 2018 年度予算 2018 年度決算 2019 年度予算

後援会費 23,760,000 22,980,000 23,120,000 

寄付金 10,000 40,000 10,000 

雑収入 1,000 24 1,000 

学生団体より戻入れ金 200,000 585,533 200,000 

収入小計 23,971,000 23,605,557 23,331,000 

前年度繰越 3,590,367 3,590,367 7,265,686 

収入の部合計 27,561,367 27,195,924 30,596,686 

●支出の部 単位：円
科   目 2018 年度予算 2018 年度決算 2019 年度予算

事業活動費 6,100,000 4,208,579 6,050,000 

会議費 200,000 135,880 200,000 

事務費 30,000 30,000 30,000 

通信費 2,060,000 1,571,400 2,030,000 

印刷製本費 1,596,000 1,228,068 1,150,000 

手数料 10,000 3,672 10,000 

学生クラブ補助費 3,000,000 3,000,000 3,300,000 

学生開放施設光熱費補助 700,000 700,000 700,000 

学園祭補助費 3,000,000 3,000,000 3,300,000 

体育施設設備費 4,757,625 4,757,625 9,757,625 

その他の施設設備補助費 58,400 36,500 40,000 

旅費交通費 100,000 87,000 100,000 

雑費 300,000 171,514 300,000 

予備費 5,649,342 1,000,000 2,629,061 

部室棟修繕費積立金（特別会計） 0 0 1,000,000 

支出小計 27,561,367 19,930,238 30,596,686 

次年度繰越金 0 7,265,686 0 

支出の部合計 27,561,367 27,195,924 30,596,686 

  
二
〇
一
九
年
度 

後
援
会
総
会
の
ご
報
告

大
学
と
学
生
・
保
護
者
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て 

　

四
月
四
日
、
入
学
式
終
了
後
、「
二
〇
一
九

年
度
後
援
会
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
顧
問

の
山
田
耕
太
学
長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

い
た
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
小
竹
事
務
局

長
よ
り
二
〇
一
八
年
度
決
算
報
告
、
次
に
大
平

理
事
か
ら
二
〇
一
九
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に

予
算
（
案
）
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
承
認

と
同
時
に
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
後
援
会
で
は
、
山
田
学
長
を
は
じ
め
教
職
員

の
方
々
と
、
日
ご
ろ
の
学
生
た
ち
の
様
子
や
保

護
者
か
ら
の
要
望
等
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
学

生
の
活
動
の
補
助
等
に
加
え
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
、
入
学
予
定
者
対
象
「
入
学
前
ス
ク
ー

リ
ン
グ
」、
一
年
生
対
象
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、

就
職
に
向
け
た
三
年
生
保
護
者
対
象
「
懇
談
会
」、

一
・
二
年
生
保
護
者
対
象
「
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
企
業
関
係
者
を
招
き
、
敬
和
教

育
の
方
針
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
企
業
懇
談
会
」、
企
業
を
学
内
に
お
招
き
す
る

「
学
内
合
同
企
業
説
明
会
」、「
内
定
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
、
就
職

委
員
会
の
教
職
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
就
職
に

向
け
日
々
勉
学
に
励
ん
で
い
る
学
生
を
支
援
し
、

二
〇
一
九
年
度
も
就
職
率
一
〇
〇
％
を
目
標
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
後
援
会
長　

五
十
嵐
）

一
般
寄
付
者
ご
芳
名

　
（
二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
現
在
、
敬
称
略
）

〈
一　

般
〉

　

安
藤
眞
知
子
、
茅
原
明
子
、     

築
井
孝
浩
、

　

遠
藤
木
綿
子
、
後
藤
盛
子
、　  

本
間
政
一
、

　

飯
嶋
ヨ
シ
子
、
　

五
十
嵐
み
ち
よ
、

　

岩
村
朋
子
、

      

菅
野
昭
洋
、  　

小
林
信
子
、

　

栗
原
潤
一
、

      

宮
下
要
一
郎
、
中
川
雅
美
、

　

中
俣
正
美
、

      

南
波
正
夫
、　

  

小
柳
清
、

　

斎
川
と
し
子
、   
佐
々
木
克
治
、   

佐
藤
義
二
、

　

菅
百
合
子
、     
高
木
由
美
子
、

　

田
坂
ゆ
た
か 

ご
家
族
、           

寺
田
和
子
、

　

刀
禰
堯
介
、     

和
田
功
、        
山
野
辺
邦
雄
、

　

日
本
基
督
教
団
新
井
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
東
中
通
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
東
中
通
教
会
婦
人
会
、

　

一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｂ
Ｓ
社
団
、

　

京
都
丸
太
町
教
会
シ
オ
ン
会
、

　

日
本
基
督
教
団
見
附
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
潟
地
区
教
師
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
潟
教
会
婦
人
会
壮
年
会
、

　

新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
、

　

日
本
基
督
教
団
新
津
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
三
条
教
会
、

　

日
本
同
盟
基
督
教
団
新
発
田
キ
リ
ス
ト
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
発
田
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
発
田
教
会 

新
保
能
宏
、

　

日
本
基
督
教
団
矢
吹
教
会

〈
卒
業
生
・
在
学
生
・
保
護
者
〉

　

近
伸
之
（
一
）（
２
）、
和
唐
幸
江
（
一
）、

　

根
本
栄
一
（
四
）、     

吉
野
孝
子
（
一
四
）、

　

垣
内
駿
（
一
九
）、     

長
谷
川
達
也
（
二
一
）、

　

佐
藤
雅
輝
（
二
二
）、
佐
藤
周
（
二
四
）、

　

小
池
晶
子
（
二
五
）、
鈴
木
精
一
郎
（
二
八
）、

　

鈴
木
潔
（
二
八
）

〈
学
園
関
係
〉

　

藤
田
富
士
夫
、
北
垣
宗
治
、
久
島
公
夫
、

　

後
援
会
（
２
）、
オ
レ
ン
ジ
会
（
２
）

（　

）
内
、
漢
数
字
は
期
生
、算
用
数
字
は
回
数

10

後援会

二
五
周
年
記
念
募
金
者
ご
芳
名

　
（
二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
現
在
、
敬
称
略
）

〈
一　

般
〉

　

長
谷
川
稔
、     

佐
藤
愛
子
、

　

日
本
基
督
教
団
新
潟
信
濃
町
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
佐
渡
教
会

〈
卒
業
生
・
在
学
生
・
保
護
者
〉

　

近
伸
之
（
一
）、
垣
内
駿
（
一
九
）、

　

清
水
明
次
（
二
四
）

〈
学
園
関
係
〉

　

金
山
愛
子
、 　

 

大
澤
秀
夫
、

　

下
田
尾
治
郎
、
鈴
木
麻
由

（　

）
内
、
漢
数
字
は
期
生
、
算
用
数
字
は
回
数

　
皆
さ
ま
か
ら
の
記
念
募
金
は
、
学
生
寮
や

奨
学
金
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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（
二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
現
在
、
敬
称
略
）

〈
一　

般
〉

　

安
藤
眞
知
子
、
茅
原
明
子
、     

築
井
孝
浩
、

　

遠
藤
木
綿
子
、
後
藤
盛
子
、　  

本
間
政
一
、

　

飯
嶋
ヨ
シ
子
、
　

五
十
嵐
み
ち
よ
、

　

岩
村
朋
子
、

      

菅
野
昭
洋
、  　

小
林
信
子
、

　

栗
原
潤
一
、

      

宮
下
要
一
郎
、
中
川
雅
美
、

　

中
俣
正
美
、

      

南
波
正
夫
、　

  

小
柳
清
、

　

斎
川
と
し
子
、   

佐
々
木
克
治
、   

佐
藤
義
二
、

　

菅
百
合
子
、     

高
木
由
美
子
、

　

田
坂
ゆ
た
か 

ご
家
族
、           

寺
田
和
子
、

　

刀
禰
堯
介
、     

和
田
功
、        

山
野
辺
邦
雄
、

　

日
本
基
督
教
団
新
井
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
東
中
通
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
東
中
通
教
会
婦
人
会
、

　

一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｂ
Ｓ
社
団
、

　

京
都
丸
太
町
教
会
シ
オ
ン
会
、

　

日
本
基
督
教
団
見
附
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
潟
地
区
教
師
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
潟
教
会
婦
人
会
壮
年
会
、

　

新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
、

　

日
本
基
督
教
団
新
津
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
三
条
教
会
、

　

日
本
同
盟
基
督
教
団
新
発
田
キ
リ
ス
ト
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
発
田
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
発
田
教
会 

新
保
能
宏
、

　

日
本
基
督
教
団
矢
吹
教
会

〈
卒
業
生
・
在
学
生
・
保
護
者
〉

　

近
伸
之
（
一
）（
２
）、
和
唐
幸
江
（
一
）、

　

根
本
栄
一
（
四
）、     

吉
野
孝
子
（
一
四
）、

　

垣
内
駿
（
一
九
）、     

長
谷
川
達
也
（
二
一
）、

　

佐
藤
雅
輝
（
二
二
）、
佐
藤
周
（
二
四
）、

　

小
池
晶
子
（
二
五
）、
鈴
木
精
一
郎
（
二
八
）、

　

鈴
木
潔
（
二
八
）

〈
学
園
関
係
〉

　

藤
田
富
士
夫
、
北
垣
宗
治
、
久
島
公
夫
、

　

後
援
会
（
２
）、
オ
レ
ン
ジ
会
（
２
）

（　

）
内
、
漢
数
字
は
期
生
、算
用
数
字
は
回
数

　
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
は
、
学
生
生
活
の

充
実
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　〈
郵
便
振
替
口
座
〉

　
　
〇
〇
六
三
〇-

九-

一
九
八
九
六

　
　
敬
和
学
園
大
学

授業紹介

デジタルコンテンツについて説明する松本先生

　

こ
の
授
業
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
構
造

と
変
化
を
学
び
、
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。
私
は
ア
ニ

メ
が
好
き
で
す
が
、
ア
ニ
メ
を
こ
の
よ
う
な
視

点
で
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
毎
回
の

授
業
内
容
が
と
て
も
興
味
深
い
で
す
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
と
は
コ
ン
テ
ン
ツ
、
す
な

わ
ち
文
書
、
音
声
、
映
像
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
情

報
の
内
容
に
関
す
る
産
業
の
こ
と
で
、
近
年
で

は
コ
ン
テ
ン
ツ
消
費
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
変
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
い
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
と

思
う
よ
う
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
学

術
的
に
捉
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
新
し

い
視
点
か
ら
も
の
ご
と
を
考
え
る
こ
と
が
新
鮮

で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
入
学
者
か
ら
情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー

ス
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
四
年
生
の
私

は
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
悔
し
く
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
受
講
の

機
会
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
好
き

な
ア
ニ
メ
に
関
連
す
る
こ
と
を
学
べ
、
し
か
も

有
名
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
方
々
か
ら
の
特
別

講
義
も
あ
り
、
毎
回
の
授
業
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

国
際
文
化
学
科
四
年　

金
澤　

優
樹

  
デ
ジ
タ
ル
化
が
す
す
む
社
会
で
役
立
つ
知
恵
を
身
に
つ
け
る

授
業
紹
介
⑮
「
教
養
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ピ
ッ
ク
ス
Ｅ
」　

担
当: 

松
本
淳

　
「
教
養
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ピ
ッ
ク
ス
Ｅ
」
は

二
〇
二
〇
年
度
よ
り
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

概
論
」
と
し
て
情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
で
必

修
と
な
る
科
目
を
、
今
年
度
よ
り
先
行
し
て
開

講
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
、

電
子
書
籍
な
ど
、
学
生
も
身
近
に
接
し
て
い
る

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ど
の
よ
う
に
生
ま

れ
、
社
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
学

ぶ
も
の
で
す
。
そ
の
領
域
は
企
画
や
事
業
計
画

の
立
て
方
と
い
っ
た
実
践
的
な
も
の
か
ら
、
著

作
権
や
文
化
論
ま
で
幅
広
い
も
の
で
、
コ
ン
テ

ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
る
ゲ
ス

ト
も
お
招
き
し
ま
す
。
こ
こ
で
身
に
つ
け
た
知

識
や
知
恵
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
あ
ら

ゆ
る
領
域
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
こ
の
社
会
に

出
て
か
ら
、
必
ず
役
に
立
つ
も
の
で
す
。
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同窓会リレー・エッセイ

　
　
　学
事
予
告

同
窓
会
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

45

二
〇
一
一
年
度
卒
業　

　
　

滝
沢　

亮

多
種
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
心

　

学
生
の
時
は
、
Ｋ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
Ｋ

Ｉ
Ｖ
と
はH

ab
itat fo

r H
u
m

an
ity

と
い
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
賛
同
し
、
世
界
中
の
支
援
を
必

要
と
す
る
人
々
と
共
に
住
居
の
改
築
や
建
築
を

行
う
サ
ー
ク
ル
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

が
あ
り
、
ま
た
英
語
が
好
き
で
海
外
に
も
興
味

が
あ
っ
た
の
で
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
世
界
の
諸
問
題
を

伝
え
る
「
国
際
交
流
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
活
動
の
中
で
、
本
当
に
多
く
の

方
と
学
年
や
年
齢
問
わ
ず
交
流
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
や
考
え
方
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
に
住
む
私
た
ち

か
ら
見
た
ら
決
し
て
満
足
な
住
居
に
住
む
こ
と

が
で
き
な
い
タ
イ
の
子
供
た
ち
が
元
気
に
遊
び

回
る
姿
、
ご
自
分
の
辛
い
体
験
を
語
り
津
波
の

恐
ろ
し
さ
を
私
た
ち
に
勇
気
を
持
っ
て
お
話
く

だ
さ
る
姿
、
世
界
中
で
起
き
て
い
る
貧
困
や
飢

餓
に
つ
い
て
真
剣
に
学
ぼ
う
と
す
る
子
供
た
ち

の
姿
、
こ
れ
ら
は
教
室
に
い
る
だ
け
で
は
絶
対

に
目
に
で
き
な
い
も
の
で
、
私
の
価
値
観
の
形

成
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
、
私
は
冠
婚
葬
祭
の
ア
ー
ク
ベ
ル
に
就
職

し
、
入
社
以
来
葬
祭
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
さ
ま
と
接
し
て
い

ま
す
。
地
域
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
合
わ

さ
り
、
同
じ
葬
儀
の
形
は
二
つ
と
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
切
な
方
を
亡
く
さ
れ
悔
い
の
な
い
見
送

り
を
し
た
い
と
い
う
ご
家
族
の
思
い
は
共
通
だ

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
前
例
が
な
い
、

自
分
自
身
が
考
え
た
こ
と
も
な
い
考
え
方
を
す

る
お
客
さ
ま
と
お
会
い
し
て
も
、
そ
れ
を
一
度

受
け
入
れ
、
何
が
最
良
な
の
か
を
一
緒
に
考
え

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
思
え
る

の
も
、
大
学
時
代
、
多
種
多
様
な
価
値
観
や
考

え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
遺
族
や
亡
く
な
ら
れ
た

方
に
と
っ
て
よ
い
お
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
提
案
力
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

多様な価値観を受け入れ、お客さまとよい時間を共有

◆
六
月
◆

　

一
五
日 

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

二
三
日 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
②

　

二
四
日 

創
立
記
念
日

　

二
六
日 

高
校
教
員
対
象
進
学
説
明
会

◆
七
月
◆

　

一
三
日 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
③

　

二
七
日 

三
年
生
保
護
者
と
の
就
職
懇
談
会

　

二
九
日 

前
期
講
義
終
了

　

三
〇
日 

前
期
末
試
験
（
八
月
五
日
ま
で
）

◆
八
月
◆

　

三　

日 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
④

　

六　

日 

夏
期
休
暇
（
九
月
一
八
日
ま
で
）

　
　
　
　

 

前
期
集
中
講
義
（
一
〇
日
ま
で
）

　

七　

日 

教
員
免
許
状
更
新
講
習
（
八
日
ま
で
）

　

一
七
日 

Ａ
Ｏ
入
学
試
験
（
一
期
）
面
談
日
①

　

二
二
日 

前
期
卒
業
対
象
者
向
追
試
験
（
二
三
日
ま
で
）

　

二
四
日 

Ａ
Ｏ
入
学
試
験
（
一
期
）
面
談
日
②

　

二
六
日 

前
期
卒
業
対
象
者
向
再
試
験
（
二
七
日
ま
で
）

　

二
八
日 

前
期
追
試
験
（
三
〇
日
ま
で
）

◆
九
月
◆

　

一
八
日 

前
期
卒
業
式

　

一
九
日 

秋
季
入
学
式

　

二
〇
日 

後
期
履
修
相
談
日

　

二
一
日 

後
期
講
義
開
始

　
　
　

     

履
修
登
録
期
間
（
二
七
日
ま
で
）

　
　
　
　

 

中
高
生
向
け
英
検
対
策
集
中
講
座
②

　

二
三
日 

Ａ
Ｏ
入
学
試
験
（
二
期
）
面
談
日
①

　

二
九
日 

Ａ
Ｏ
入
学
試
験
（
二
期
）
面
談
日
②

◆
一
〇
月
◆

　

一
四
日 

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

一
五
日 

学
費
後
期
納
入
最
終
日

　

二
四
日 

ふ
れ
あ
い
バ
ラ
エ
テ
ィ

　

二
六
日 

敬
和
祭
（
二
七
日
ま
で
）

　
　
　

 　

 

大
学
紹
介
＆
進
学
相
談
会
（
二
七
日
ま
で
）

◆
一
一
月
◆

　

一
一
日 

相
談
援
助
実
習
２
（
二
三
日
ま
で
）

　
　
　

 　

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
二
三
日
ま
で
）

　

一
三
日 

企
業
と
の
就
職
懇
談
会

　

一
六
日 

推
薦
入
学
試
験
（
一
期
）

　

二
三
日 

一
・
二
年
生
保
護
者
と
の
懇
談
会

　

二
九
日 
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式
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後期末追試験（～ 22 日）
FD・SD 研修会「特別な支援を必要とする学生への対応 ver.2018」
　講師　長澤正樹 新潟大学教育学部教授、
　　　　同 教育・学生支援機構学生支援センター障がい学生支援部門長
臨時教授会
アクティブラーニング事例報告会
　「熊本地震被災地の現地視察と今後のニーズ調査」
　「宗教の「多元化共生」に向けたイスラーム理解プロジェクト 2018」
　「大阪市西成区釜ヶ崎での炊き出し支援活動及び調査」

学業選抜特待生入学試験（センター利用型 2 期）、センター利用入学試験
（2 期）合格発表
第 11 回「阿賀北ロマン賞」授賞式（40 名）（写真④）
　講演　和崎信哉 WOWOW 取締役相談役、和崎春日 中部大学国際関係学部教授
　　　　 「変わるもの、変わらないもの」
　審査委員長　加藤宗哉 作家・元「三田文学」編集長
Keiwa HOPE 主催「チョコスタリカ in しばた」（155 名）
図書館蔵書整理（～ 8 日）
学業選抜特待生入学試験（学力試験型 2 期）、一般入学試験　（Ｃ日程）、
外国人留学生入学試験（2 期）試験日
国際文化学科卒論発表会
教授会
学内合同企業説明会（134 社、152 名）（写真⑤）
学業選抜特待生入学試験（学力試験型 2 期）、一般入学試験　（Ｃ日程）、
外国人留学生入学試験（2 期）合格発表
臨時教授会
推薦入学試験（2 期）試験日、AO 入学試験（5 期）面談日①②
第 25 回卒業式（聖籠町町民会館）（写真⑥）
卒業記念パーティー（新潟グランドホテル）
学業選抜特待生入学試験（センター利用型 3 期）、推薦入学試験（2 期）、
AO 入学試験（5 期）、センター利用入学試験（3 期）合格発表
理事会、評議員会
オープンキャンパス（88 名）
学年終わり

学年始め
入学式、保護者ガイダンス、後援会総会
健康診断（～ 9 日）
履修相談日
前期講義開始
履修登録期間（～ 22 日）
教授会
チャペル・アッセンブリ・アワー①
新入生歓迎公開学術講演会
　講師　小河陽 前関東学院院長
　　 　   「AI 時代のリベラルアーツ」
お花見ランチ
新入生オリエンテーション（月岡温泉ホテル泉慶、～ 19 日）
履修登録確認期間（～ 5 月 10 日）
チャペル・アッセンブリ・アワー②
　入学記念樹植樹礼拝（ユリノキ 1 本）
　説教　山田耕太 学長「木には希望がある」
　講話　新発田中央地域包括支援センター、新発田南地域包括支援センター
　　   　「認知症の方々を知り、支えること」

教授会
チャペル・アッセンブリ・アワー③
　ビデオ上映会『father』
　講師　後藤文雄　カトリック吉祥寺教会共住司祭「今ここに」
チャペル・アッセンブリ・アワー④
　説教　下田尾治郎 宗教部長「未来からの光の下で」
　講話　エイキミナコ 絵本作家「自分を生きる」
英検 2 級・準 2 級一次・二次試験対策英語集中講座①（51 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑤
　説教　田中利光 教授「野の花から学ぶこと」
　講話　松本淳准教授「アニメを知ることは世界を知ること」
理事会・評議員会
新発田市立加治川中学校大学見学（3 年生 17 名、教員 2 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑥
　説教　山﨑ハコネ 准教授「力は弱っているときにこそ」
　講話　堀野亘求 准教授「今日できることを明日にのばす勇気」

大学高校合同クリスマス研修会（SD 研修会、敬和学園高校）
教授会
チャペル・アッセンブリ・アワー 23
　説教　藤野豊 教授「すべてのいのちが尊ばれる世を！」
　講話　江口歩 ナマラエンターテイメント代表取締役「君に届け」
第１回入学前スクーリング
　「大学は面白いところ」（学生 84 名、保護者 14 名）
聖籠町キッズカレッジ（英語教室）②（11 名）
ビブリオバトル（イクネスしばた）
上越教育大学との連携協定調印式
チャペル・アッセンブリ・アワー 24
　説教　下田尾治郎 宗教部長「人は独りでいるのはよくない」
　クリスマスコンサート　ミュージック・ベル・サークル、
　Jazz Quest
AO 入学試験（3 期）面談日①
センター試験プレテスト（～ 16 日）
留学生を支える会奨学金贈呈式
チャペル・アッセンブリ・アワー 25
クリスマス燭火礼拝（写真①）
　説教　山田耕太 学長「天には栄光、地には平和」
　キリスト教音楽受講者によるコーラス　KEIWA Choir
キャロリング
講義終了
冬期休暇（～ 1 月 3 日）
AO 入学試験（3 期）面談日②
冬期特別休業（～ 1 月 3 日）

創立記念日振替休日
講義再開
教授会
卒業論文提出締切日
AO 入学試験（3 期）合格発表
チャペル・アッセンブリ・アワー 26
　説教　金山愛子 教授「共に生きる」
　講話　ボランティア活動報告会
　　　　熊本地震調査報告、西日本豪雨支援活動報告、
　　　　ゼミボランティア体験報告、学生 HOPE 活動紹介
チャペル・アッセンブリ・アワー 27
　説教　加藤久孝 日本キリスト教団新潟愛泉伝道所牧師
　　　　 「復活のあかし」
　講話　Keiwa-sign 敬和学園大学人権グループ活動報告会
　　　　「性の多様性について考えよう」
大学入試センター試験（～ 20 日）
英語文化コミュニケーション学科卒論発表会（写真②）
チャペル・アッセンブリ・アワー 28
　説教　下田尾治郎 宗教部長　「隠れた悪をこばむために」
　講話　青山良子 教授　最終講義「学生の皆さんに伝えたいこと」
共生社会学科全体報告会
教職課程報告会
ＡＯ入学試験（4 期）面談日①
新年留学生交流もちつき大会

チャペル・アッセンブリ・アワー 29
　説教　山田耕太 学長「ダンテ『神曲』と新発田・上館」
　後期エッセイ・コンテスト授賞式
　ケーリ・ニューエル奨学金授与式
　学生団体年度内表彰式
地域学発表会
後期講義終了
学業選抜特待生入学試験（学力試験型 1 期）、一般入学試験　（Ａ日程）、
外国人留学生入学試験（1 期）試験日
後期末試験（～ 9 日）
教授会
ＡＯ入学試験（4 期）面談日②
理事会
学業選抜特待生入学試験（学力試験型 1 期、センター利用型 1 期）、一
般入学試験（Ａ日程）、センター利用入学試験（1 期）、外国人留学生入
学試験（1 期）合格発表
春期休暇（～ 4 月 3 日）
後期集中講義期間（～ 3 月 1 日）
一般入学試験（Ｂ日程）試験日
臨時教授会
一般入学試験（Ｂ日程）、ＡＯ入学試験（4 期）合格発表
第 2 回入学前スクーリング（写真③）
　「大学生活の目標とは」（学生 111 名、保護者 23 名）
国家試験対策講座集中講義（～ 22 日）
教職インターンシップ最終報告会
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財務状況等

　

学
校
法
人
敬
和
学
園
の
財
務
状
況
を
報
告
し

ま
す
。
本
学
園
の
予
算
・
決
算
は
、
法
人
本
部
・

大
学
・
高
等
学
校
の
三
部
門
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
法
人
全
体
と
大
学

部
門
の
数
値
お
よ
び
、
大
学
部
門
の
事
業
活
動

収
支
計
算
書
の
説
明
の
み
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
本
学

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
二
〇
一
八
年
度
事
業
報
告

（
１
）
教
学
関
連　

　

副
専
攻
的
な
「
地
域
経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は

四
年
を
終
了
し
て
、
初
め
て
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
修

了
者
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
「
実
践
す
る
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
に
相
応
し
い
人
物
育
成

の
た
め
に
二
○
一
六
年
度
に
「
学
生
寮
」
を
開

寮
し
、
三
年
目
の
本
年
度
は
三
七
名
の
寮
生
で

寮
運
営
を
し
ま
し
た
。
学
生
寮
は
、
同
じ
く
二

○
一
六
年
度
に
開
館
し
た
隣
接
す
る
「
新
発
田

市
立
図
書
館
」
を
含
め
た
複
合
施
設
「
イ
ク
ネ

ス
し
ば
た
」
と
共
に
、
魅
力
的
な
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
イ

ク
ネ
ス
し
ば
た
と
本
学
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
も

複
数
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
の
駅
よ
ろ
ず
『
新
発
田
学
研
究
セ
ン

タ
ー
』（
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
）」
は
、
二
○

一
七
年
度
末
を
も
っ
て
、
一
一
年
余
り
に
渡
っ

た
ま
ち
の
駅
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
研
究
機

能
は
大
学
に
、
休
憩
所
の
機
能
は
「
ま
ち
カ

フ
ェ
・
り
ん
く
」
に
そ
れ
ぞ
れ
移
転
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
学
内
の
「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
」

「
学
生
寮
」「
ま
ち
カ
フ
ェ
・
り
ん
く
」
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ブ

敬
和
学
園
財
務
状
況
等
の
ご
報
告

〈敬和学園大学学生の推移〉

〈2018 年度オープンカレッジ〉

日　程 演　　題 講　　師 参加者数

新発田市　オープンカレッジ（イクネスしばた）

　9 月 27 日（木） 外国人から見る日本の魅力 アリス・ゴーデンカー 氏（在日アメリカ人ジャーナリスト） 28

 10 月 29 日（月） ソーシャルメディア時代の観光 井出　明 氏（金沢大学国際基幹教育院准教授）、
一戸　信哉 教授、房　文慧 教授 40

聖籠町　キッズ・カレッジ 「子ども英語教室　英語で遊ぼう !」（聖籠町町民会館）
　6 月 30 日（土） 英語で遊ぼう！（その 1）

英語文化コミュニケーション学科学生
16

 12 月   8 日（土） 英語で遊ぼう！（その 2） 11

その他

　4 月 13 日（金） 新入生歓迎公開学術講演会「リベラルアーツの知を生きる」 森本　あんり 氏 （国際基督教大学副学長） 223

　5 月 19 日（土） 英検 2 級 一次・二次試験対策英語集中講座 大岩　彩子 講師 12

　5 月 19 日（土） 英検準 2 級 一次・二次試験対策英語集中講座 荒木　陽子 准教授 14

　9 月 22 日（土） 英検 2 級 一次・二次試験対策英語集中講座 主濱　祐二 准教授 26

　9 月 22 日（土） 英検準 2 級 一次・二次試験対策英語集中講座 金山　愛子 教授 26

 11 月 15 日（木） 小和田恆先生講演会「新潟と私」 小和田　恆 氏 （国際司法裁判所 前所長） 232

　3 月   3 日（日） 「阿賀北ロマン賞」 授賞式、講演会 和崎　信哉 氏（株式会社 WOWOW 取締役 相談役） 
和崎　春日 氏（中部大学 国際関係学部 教授）　 42
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2018 年度資金収支計算書及び 2019 年度同予算書（学校法人　敬和学園）

（収 入 の 部）    （単位：円）

科      　　 　　 目 2018 年度決算額 2019 年度予算額  差　　異

学生生徒等納付金収入 994,905,579 1,042,117,000 △    47,211,421

手数料収入 17,683,164 17,538,000 145,164

寄付金収入 38,502,269 39,207,000 △        704,731

補助金収入 416,231,630 390,585,000 25,646,630

　（国庫補助金収入） 127,635,938 111,628,000 16,007,938

　（地方公共団体補助金収入） 288,595,692 278,957,000 9,638,692

資産売却収入 20,175,050 52,900,000 △    32,724,950

付随事業・収益事業収入 95,041,076 81,618,000 13,423,076

受取利息・配当金収入 5,904,645 5,288,000 616,645

雑収入 54,728,040 26,133,000 28,595,040

借入金等収入 10,000,000 0 10,000,000

前受金収入 219,861,000 171,954,000 47,907,000

その他の収入 82,750,861 56,574,000 26,176,861

資金収入調整勘定 △  265,887,969 △  234,764,000 △    31,123,969

前年度繰越支払資金 1,196,909,259 1,140,163,500 56,745,759

収入の部合計 2,886,804,604 2,789,313,500 97,491,104

（支 出 の 部）  　　 （単位：円）

科     　　 　　  目 2018 年度決算額 2019 年度予算額  差　　異

人件費支出 1,120,254,037 1,083,602,000 36,652,037

教育研究経費支出 321,514,975 328,104,000 △      6,589,025

管理経費支出 162,466,095 152,171,000 10,295,095

借入金等利息支出 2,522,147 2,354,000 168,147

借入金等返済支出 16,148,165 13,492,000 2,656,165

施設関係支出 47,834,270 22,304,000 25,530,270

設備関係支出 42,664,265 36,490,000 6,174,265

資産運用支出 27,464,103 52,045,000 △    24,580,897

その他の支出 63,205,075 100,111,000 △    36,905,925

予備費 0 2,000,000 △      2,000,000

資金支出調整勘定 △    93,772,985 △    82,229,000 △    11,543,985

翌年度繰越支払資金 1,176,504,457 1,078,869,500 97,634,957

支出の部合計 2,886,804,604 2,789,313,500 97,491,104
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財務状況等

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
」

化
を
目
指
し
て
活
動
す
る
と
共
に
、「
ま
ち
カ

フ
ェ
・
り
ん
く
」
を
中
心
と
し
て
、
さ
ら
な
る

地
域
貢
献
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
、
新

潟
大
学
を
中
心
に
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
の
参
加

校
と
し
て
の
活
動
も
継
続
し
推
進
し
ま
し
た
。

　

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
お
よ

び
国
際
文
化
学
科
の
教
職
課
程
は
、
本
年
度
に

再
課
程
認
定
申
請
を
し
て
認
可
を
受
け
、
二
○

一
九
年
度
か
ら
新
課
程
を
開
設
し
ま
す
。
さ
ら

に
二
○
一
九
年
度
か
ら
国
際
文
化
学
科
に
「
情

報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
」
を
設
け
、
三
コ
ー
ス

制
か
ら
四
コ
ー
ス
制
に
移
行
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
策
定
を
し
ま
し
た
。
共
生
社
会
学
科
も
一

部
科
目
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
○
一
五
年
度
に
「
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
所
し
、
生
活
・
学
習
・
就
職
な
ど

に
お
い
て
困
難
を
抱
え
て
い
る
学
生
を
支
え
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
は

さ
ら
に
相
談
員
を
増
員
し
て
対
応
す
る
と
共

に
、
学
内
外
の
諸
機
関
と
も
連
携
し
て
、
組
織

的
に
学
生
を
支
援
す
る
体
制
を
強
化
し
ま
し

た
。

（
２
）
就
職

　

就
職
を
希
望
す
る
学
生
を
分
母
と
し
た
内
定

率
が
九
八
．
二
％
と
な
り
、
二
○
一
五
年
度
以

降
四
年
連
続
で
九
五
％
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
し
て
は
、
一
年
次
前
期

「
基
礎
ゼ
ミ
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、
後
期
入
門
演
習

時
の
「
自
己
分
析
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、
二
年
次
前

期
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、
後
期
「
キ
ャ
リ
ア

開
発
入
門
」、
三
年
次
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
一
、二
」

と
、
入
学
か
ら
就
職
活
動
ま
で
の
継
続
的
な
サ

〈2018 年度決算 事業活動収支計算書関係比率〉

※比率の高低の評価は次のとおり。
△高い値がよい　▼低い値がよい　～どちらともいえない　　　　　　（％）

比率名・算出方法 法人全体 大学

人件費比率

▼

人    件    費
70.1 64.9

経　常  収  入

人件費依存率

▼

人    件    費
113.7 84.6

学生生徒等納付金

教育研究経費比率

△

教育研究経費
27.1 34.0

経  常  収  入

管理経費比率

▼

管  理  経  費
13.0 12.6

経  常  収  入

借入金等利息比率

▼

借入金等利息
0.2 0.0

経  常  収  入

事業活動収支差額比率

△

基本金組入前当年度収支差額
-9.8 -11.3

事業活動収入

基本金組入後収支比率

▼

事業活動支出
114.3 114.2

事業活動収入－基本金組入額

学生生徒等納付金比率

～

学生生徒等納付金
61.7 76.7

経  常  収  入

寄付金比率

△

寄    付    金
2.5 2.2

事業活動収入

経常寄付金比率

△

教育活動収支の寄付金
2.3 2.1

経  常  収  入

補助金比率

△

補    助    金
25.6 17.2

事業活動収入

経常補助金比率

△

教育活動収支の補助金
25.4 17.3

経  常  収  入

基本金組入率

△

基本金組入額
4.0 2.5

事業活動収入

減価償却額比率

～

減 価 償 却 額
9.2 6.6

経  常  支  出

経常収支差額比率

△

経常収支差額
-10.5 -11.5

経  常  収  入

教育活動収支差額比率

△

教育活動収支差額
-10.7 -12.2

教育活動収入計



〈敬 和 学 園 大 学 〉〈学校法人　敬和学園〉 （単位：円） （単位：円）

固定資産

　有形固定資産

　　土地

　　建物

　　構築物

　　教育研究用機器備品

　　管理用機器備品

　　図書

　　車輌

　特定資産

　　退職給与引当特定資産

　　施設拡充引当特定資産

　その他の固定資産

　　電話加入権

　　施設利用権

　　ソフトウェア

　　有価証券

　　長期貸付金

　　出資金

　　長期預け金

流動資産

　　現金預金

　　未収入金

　　有価証券

　　前払金

　　立替金

　　仮払金

固定資産  

　有形固定資産 

　　土地

　　建物

　　構築物

　　教育研究用機器備品

　　その他の機器備品

　　図書

　　車輌

　その他の固定資産 

　　電話加入権

　　施設利用権

　　ソフトウェア

　　有価証券

　　長期貸付金

　　出資金

　　長期預け金

　　施設拡充引当特定資産

　流動資産  

　　現金預金

　　未収入金

　　有価証券

　　前払金

　　立替金

　　仮払金

　

　

　

資産の部合計
資産の部合計

4,363,556,745

3,889,675,829

693,935,764

2,576,556,448

23,517,441

61,724,654

22,024,040

493,156,759

18,760,723

21,601,182

17,350,000

4,251,182

452,279,734

1,600,792

226,614

7,283,461

403,204,607

2,840,000

1,925,500

35,198,760

1,572,883,496

1,176,504,457

59,163,352

330,941,960

4,390,130

624,823

1,258,774

2,533,877,189

2,065,532,107

549,358,480

1,083,794,219

6,755,462

32,817,075

5,025,550

387,053,491

727,830

468,345,082

1,104,984

4

6,520,801

446,794,006

8,460,000

100,000

1,121,920

4,243,367

1,243,218,227

458,441,002

20,832,241

763,410,371

41,346

431,640

61,627

395,402,102

150,262,626

230,275,868

14,863,608

354,035,206

13,492,633

89,801,433

219,861,000

8,765,852

20,722,787

1,391,501

174,471,982

0

158,096,413

16,375,569

172,793,346

0

24,162,504

144,540,000

3,584,842

506,000

347,265,328

3,932,591,094

64,000,000

3,996,591,094

83,514,667

83,514,667

650,275,673

749,437,308

5,187,002,933

8,434,178,243

8,314,178,243

120,000,000

△3,247,175,310

△3,247,175,310

5,936,440,241

固定負債  

　長期借入金

　退職給与引当金

　長期未払金

流動負債  

　短期借入金

　未払金

　前受金

　修養会預り金

　預り金

　仮受金

基本金

　第１号　 基本金

　第４号　 基本金

繰越収支差額

　翌年度繰越収支差額

純資産の部合計

固定負債  

　長期借入金

　退職給与引当金

　長期未払金

流動負債  

　短期借入金

　未払金

　前受金

　預り金

　仮受金

負債の部合計

　

 
 負債及び純資産の部合計 

負債の部合計

第１号基本金

第４号基本金

　基本金の部合計

翌年度繰越消費収入超過額

　
消費収支差額の部合計

　内部部門勘定

負債の部、基本金の部 
及び消費収支差額の部 

合　計 
5,936,440,241

2015年３月31日

3,777,095,416

△　

3,777,095,416

年度
科目

2013年度末
年度

科目
2013年度末年度

科目
2018年度末

年度
科目

2018年度末

〈2018 年度貸借対照表〉
2019 年 3 月 31 日現在

2018 年度事業活動収支計算書及び 2019 年度同予算書（学校法人　敬和学園）

   （単位：円）

2018 年度決算額 2019 年度予算額 差　　異

教
育
活
動
収
支

収
入

学生生徒等納付金 994,905,579 1,042,117,000 △   47,211,421

手数料 17,683,164 17,538,000 145,164

寄付金 37,402,087 34,207,000 3,195,087

経常費等補助金 409,946,631 389,285,000 20,661,631

付随事業収入 95,041,076 81,618,000 13,423,076

雑収入 52,781,740 26,133,000 26,648,740

教育活動収入計 1,607,760,277 1,590,898,000 16,862,277

支
出

人件費 1,131,401,339 1,096,259,000 35,142,339

教育研究経費 437,837,245 447,371,000 △     9,533,755

管理経費 209,950,414 200,375,000 9,575,414

徴収不能額等 721,050 0 721,050

教育活動支出計 1,779,910,048 1,744,005,000 35,905,048

教育活動収支差額 △ 172,149,771 △ 153,107,000 △   19,042,771

教
育
活
動
外
収
支

収
入

受取利息・配当金 5,904,645 5,288,000 616,645

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 5,904,645 5,288,000 616,645

支
出

借入金等利息 2,522,147 2,354,000 168,147

その他の教育活動外支出 7,302 0 7,302

教育活動外支出計 2,529,449 2,354,000 175,449

教育活動外収支差額 3,375,196 2,934,000 441,196

　　経常収支差額 △ 168,774,575 △ 150,173,000 △   18,601,575

特
別
収
支

収
入

資産売却差額 179,049 900,000 △       720,951

その他の特別収入 10,902,534 6,800,000 4,102,534

特別収入計 11,081,583 7,700,000 3,381,583

支
出

資産処分差額 1,505,848 200,000 1,305,848

その他の特別支出 30,450 0 30,450

特別支出計 1,536,298 200,000 1,336,298

特別収支差額 9,545,285 7,500,000 2,045,285

（予備費） 0 2,000,000 △     2,000,000

基本金組入前当年度収支差額 △ 159,229,290 △ 144,673,000 △   14,556,290

基本金組入額合計 △   64,499,109 △   39,342,000 △   25,157,109

当年度収支差額 △ 223,728,399 △ 184,015,000 △   39,713,399

前年度繰越収支差額 △ 3,023,446,911 △ 3,273,436,899 249,989,988

翌年度繰越収支差額 △ 3,247,175,310 △ 3,457,451,899 210,276,589

（参考）

事業活動収入計 1,624,746,505 1,603,886,000 20,860,505

事業活動支出計 1,783,975,795 1,748,559,000 35,416,795

16

財務状況等

ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
が
完
成
し
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
選
択
科
目
で
あ
る
「
キ
ャ
リ
ア
開

発
入
門
」「
キ
ャ
リ
ア
開
発
一
、二
」
は
履
修
者

数
が
二
○
一
七
年
度
を
下
回
っ
た
た
め
、
そ
の

点
が
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職

支
援
講
座
の
一
貫
と
し
て
行
っ
て
い
た
「
秘
書

検
定
対
策
講
座
」
を
授
業
科
目
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
講
座
（
秘
書
検
定
対
策
）」
と
し
た
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
学
生
た
ち
（
前
期
七
九
名
、

後
期
五
五
名
）
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
多
く
の
学
生
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
学
ん
で
も
ら
う
と
共
に
秘
書
検
定
二
級
、
準

一
級
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
も
奨
励
し
て
い
き

ま
す
。

●
二
〇
一
八
年
度
決
算　

　

当
年
度
収
支
差
額
は
一
億
一
，
二
四
七
万
円

の
支
出
超
過
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
も
九
，
二
二
一
万
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま

し
た
。
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
当
年
度
収
支

差
額
は
一
，
八
三
四
万
円
、
基
本
金
組
入
前
当

年
度
収
支
差
額
は
四
，
三
四
五
万
円
、
そ
れ
ぞ

れ
支
出
超
過
額
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
ご
と
の
収
支
で
は
、
教
育
活
動
収
支
差

額
は
九
，
八
七
七
万
円
の
支
出
超
過
、
教
育
活

動
外
収
支
差
額
は
五
○
○
万
円
の
収
入
超
過
、

特
別
収
支
差
額
は
一
五
五
万
円
の
収
入
超
過
と

な
り
ま
し
た
。
収
入
面
で
は
、
学
納
金
や
寄
付

金
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
経
常
費
補
助
金

の
増
額
や
退
職
金
団
体
交
付
金
の
計
上
も
あ

り
、
収
入
総
額
は
当
初
予
算
よ
り
六
四
九
万
円

増
額
で
し
た
。
支
出
面
で
は
、
人
件
費
や
経
費

の
削
減
を
継
続
実
施
し
ま
し
た
が
、
退
職
金
や



2018 年度事業活動収支計算書及び 2019 年度同予算書（敬和学園大学）

 （単位：円）

2018 年度決算額 2019 年度予算額 差　　異

教
育
活
動
収
支

収
入

学生生徒等納付金 622,485,000 673,190,000 △   50,705,000

手数料 12,738,964 11,550,000 1,188,964

寄付金 17,334,245 14,207,000 3,127,245

経常費等補助金 140,286,050 124,178,000 16,108,050

付随事業収入 2,231,249 3,608,000 △      1,376,751

雑収入 11,979,156 24,128,000 △    12,148,844

教育活動収入計 807,054,664 850,861,000 △     43,806,336

支
出

人件費 526,870,354 548,889,000 △   22,018,646

教育研究経費 276,214,651 283,291,000 △     7,076,349

管理経費 102,394,197 89,562,000 12,832,197

徴収不能額等 350,000 0 350,000

教育活動支出計 905,829,202 921,742,000 △   15,912,798

教育活動収支差額 △   98,774,538 △   70,881,000 △   27,893,538

教
育
活
動
外
収
支

収
入

受取利息・配当金 5,012,627 4,548,000 464,627

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 5,012,627 4,548,000 464,627

支
出

借入金等利息 0 0 0

その他の教育活動外支出 7,302 0 7,302

教育活動外支出計 7,302 0 7,302

教育活動外収支差額 5,005,325 4,548,000 457,325

　　経常収支差額 △   93,769,213 △   66,333,000 △   27,436,213

特
別
収
支

収
入

資産売却差額 5,500 0 5,500

その他の特別収入 2,853,151 4,500,000 △     1,646,849

特別収入計 2,858,651 4,500,000 △     1,641,349

支
出

資産処分差額 1,278,523 200,000 1,078,523

その他の特別支出 30,000 0 30,000

特別支出計 1,308,523 200,000 1,108,523

特別収支差額 1,550,128 4,300,000 △     2,749,872

（予備費） 0 2,000,000 △     2,000,000

基本金組入前当年度収支差額 △     92,219,085 △   64,033,000 △   28,186,085

基本金組入額合計 △   20,256,783 △     5,678,000 △   14,578,783

当年度収支差額 △   112,475,868 △   69,711,000 △   42,764,868

前年度繰越収支差額 △   314,198,825 △   445,682,825 131,484,000

翌年度繰越収支差額 △   426,674,693 △   515,393,825 88,719,132

（参考）

事業活動収入計 814,925,942 859,909,000 △   44,983,058

事業活動支出計 907,145,027 923,942,000 △   16,796,973

2018 年度資金収支計算書及び 2019 年度同予算書（敬和学園大学）

（収 入 の 部）    （単位：円）

科      　　 　　 目 2018 年度決算額 2019 年度予算額  差　　異

学生生徒等納付金収入 622,485,000 673,190,000 △    50,705,000

手数料収入 12,738,964 11,550,000 1,188,964

寄付金収入 17,234,427 18,207,000 △        972,573

補助金収入 140,286,050 124,178,000 16,108,050

　（国庫補助金収入） 127,635,938 111,628,000 16,007,938

　（地方公共団体補助金収入） 12,650,112 12,550,000 100,112

資産売却収入 5,500 0 5,500

付随事業・収益事業収入 2,231,249 3,608,000 △      1,376,751

受取利息・配当金収入 5,012,627 4,548,000 464,627

雑収入 13,925,456 24,128,000 △    10,202,544

前受金収入 188,007,000 135,900,000 52,107,000

その他の収入 263,024,631 12,821,000 250,203,631

資金収入調整勘定 △   182,107,156 △   189,435,000 7,327,844

前年度繰越支払資金 859,572,500 799,150,500 60,422,000

収入の部合計 1,942,416,248 1,617,845,500 324,570,748

（支 出 の 部）   （単位：円）

科     　　 　　  目 2018 年度決算額 2019 年度予算額  差　　異

人件費支出 516,650,588 538,896,000 △    22,245,412

教育研究経費支出 225,971,784 228,446,000 △      2,474,216

管理経費支出 92,447,089 79,067,000 13,380,089

施設関係支出 30,669,838 11,949,000 18,720,838

設備関係支出 22,962,913 28,142,000 △      5,179,087

資産運用支出 7,394,972 45,000 7,349,972

その他の支出 252,302,086 66,083,000 186,219,086

予備費 0 2,000,000 △      2,000,000

資金支出調整勘定 △     32,723,762 △     60,393,000 27,669,238

翌年度繰越支払資金 826,740,740 723,610,500 103,130,240

支出の部合計 1,942,416,248 1,617,845,500 324,570,748
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財務状況等

急
を
要
す
る
修
繕
工
事
の
計
上
、
奨
学
費
の
増

額
な
ど
が
あ
り
、
支
出
総
額
は
当
初
予
算
よ
り

四
，
九
九
五
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
施

設
設
備
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室

の
パ
ソ
コ
ン
入
れ
替
え
、
教
室
空
調
機
器
取
り

替
え
、
教
務
シ
ス
テ
ム
機
器
入
れ
替
え
な
ど
を

計
画
ど
お
り
実
施
し
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充

実
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
二
〇
一
九
年
度
当
初
予
算

　

当
年
度
収
支
差
額
は
六
，
九
七
一
万
円
の
支

出
超
過
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
も

六
，
四
○
三
万
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
ご
と
の
収
支
で
は
、
教
育
活
動
収
支
差

額
は
七
，
○
八
八
万
円
の
支
出
超
過
、
教
育

活
動
外
収
支
差
額
は
四
五
四
万
円
の
収
入
超

過
、
特
別
収
支
差
額
は
四
三
○
万
円
の
収
入
超

過
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
は
、
学
生
数
増
加
に

伴
い
学
納
金
の
増
収
が
見
込
ま
れ
、
総
額
で
前

年
度
決
算
よ
り
四
，
四
九
八
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
支
出
は
、
前
年
度
に
続
き
経
費
削

減
を
盛
り
込
み
ま
し
た
が
、
人
件
費
や
奨
学

費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
総
額
は
前
年
よ
り

一
，
六
七
九
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
教

育
環
境
の
整
備
と
し
て
、
図
書
館
パ
ソ
コ
ン
入

れ
替
え
、
証
明
書
自
動
発
行
機
入
れ
替
え
、
教

室
冷
暖
房
設
備
入
れ
替
え
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額

の
支
出
超
過
は
前
年
度
決
算
と
比
較
し
て
二
，

八
一
八
万
円
減
額
し
て
い
ま
す
が
、
執
行
に
あ

た
り
、
予
算
の
枠
内
で
収
ま
る
よ
う
に
努
め
、

決
算
で
は
収
支
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。　

（
事
務
局
）
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60チャレンジ学生ファイル Vol.

敬和学園大学の最新情報

敬和学園大学 検　索

REPO
RT

ゼミの仲間と映像作品の編集（中央が髙橋さん）

目的を明確にすることの大切さ

国際文化学科 3 年

髙橋　幸成

　私は一戸ゼミに所属し、情報メディア
について深く学び、その実践活動とし
て、映像作品の制作やインターネット番
組「Keiwa Lunch」の配信などに取り組
んでいます。
　ゼミに入った理由は、「楽しそうだか
ら」ただそれだけです。自分が興味を持
つことに取り組む中で、技術だけでな
く、人との関わり方も向上しました。
　ゼミ活動を通じて特に学んだことは、
「目的を明確にして行動することの大切
さ」です。情報を伝えるには、自分がま
ず「何を伝えたいのか」を明確にしなけ
ればなりません。それをしないでただな
んとなく撮影していると編集の時に素材
不足に陥ります。また、ゼミの幹事とし
てスケジュールを管理したり、ゼミ全
体に情報を流したりもしています。伝え
る、コミュニケーションをとることの大
切さは、こちらでも実感でき、大変さと
共にやりがいを感じています。
　一戸ゼミに入ってよかったです。これ
からも他学年とのつながりを大切にしな
がら活動に取り組んでいきたいです。

　ゼミでは、地域を題材にした映

像制作、インターネット番組の配

信、高校でのワークショップな

ど、情報メディアに関するさまざ

まな活動を行っています。髙橋さ

んは、活動に参加するだけでな

く、計画・調整や後輩の指導も幅広く担当し、責任感

と行動力を持って、ゼミの要
かなめ

として活躍しています。

　今後は、自ら計画し、調査・取材をして、社会的意

義の高い作品づくりにチャレンジして欲しいです。

一戸信哉先生のコメント


